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On the National Treasure Manuscript of

the Jingang chang tuoluoni jing and kōri

Kō’ichi Fujimoto

The Jingang chang tuoluoni jing 金剛場陀羅尼経（one scroll 一巻）衾whose
manuscript designated as national treasure I examine here-was translated into Chinese

587 by the Indian scholar-monk Jñānagupta闍那崛多.

According to its colophon, a man from Kawachi no kuni Shiki-kōri河内国志貴評

commissioned a monk to copy the scripture in the memory of his parents and ancestors in

the year hinoeinu丙戌年. We know that the administrative reform carried out in 702 led to

the replacement of the appellation kōri 評 with gun 郡. On the basis of this historical

detail, the year hinoeinu was calculated to be 686, which made this the earliest extant

manuscript copied in Japan.

However, at the time of this calculation the existence of a notation on the reverse

side of the folio was unknown. By holding the folio against a strong light, we were able to

decipher the notation ‘year 8 of the Tenpyō era’, i. e. 746, which means that this is not the

oldest manuscript copied in Japan.



国
宝
『
金
剛
場
陀
羅
尼
経
』
と
評
に
つ
い
て

藤

本

孝

一

は
じ
め
に

本
大
学
院
大
学
で
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
二
日
の
第
二
回
公
開
研
究
会
で
、「
国

宝
『
金
剛
場
陀
羅
尼
経
』
は
最
古
の
写
本
か
!
袞
評
郡
制
度
と
奥
書
袞
」
と
題
し
て
発
表

し
た
。
概
要
は
、
国
宝
『
金
剛
場
陀
羅
尼
』
一
巻
（
京
都
国
立
博
物
館
保
管
）
は
奥
書
に

「
志
貴
評
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
朱
鳥
元
年
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
裏
打
ち
が
厚
く

施
さ
れ
て
紙
背
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
透
過
光
に
よ
り
、「
天
平
十
八
年
」
の
墨
書
が

あ
る
こ
と
を
見
出
し
、
最
古
の
経
典
で
は
な
い
こ
と
を
発
表
し
た
。
研
究
会
の
席
で
、
赤

尾
栄
慶
氏
・
石
塚
晴
通
氏
の
両
氏
に
よ
り
反
論
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
紙
が
天
平
時
代
よ
り

古
い
も
の
で
あ
る
。
一
つ
は
「
天
平
」
の
書
風
が
近
世
近
代
の
新
し
い
も
の
で
あ
る
と
の

見
解
で
あ
っ
た
。
両
説
と
も
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
紹
介
さ
れ
た
こ
と

も
な
い
、
紙
背
墨
書
を
掲
載
し
て
、
再
検
討
す
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
反

論
と
い
う
よ
り
、
図
版
の
墨
書
を
見
て
頂
き
た
い
た
め
の
報
告
で
あ
る
。

一

国
宝
『
金
剛
場
陀
羅
尼
経
』

『金
剛
場
陀
羅
尼
経
』
は
、
訳
経
僧
の
闍じ
や

那な

崛く
つ

多た

（
五
二
三
〜
六
〇
〇
）
が
隋
王
朝
の
開

皇
七
年
（
五
八
七
）
に
漢
訳
し
た
経
典
で
、
釈
迦
牟
尼
は
文
殊
菩
薩
に
、
人
の
眼
に
う
つ

る
現
象
の
姿
は
す
べ
て
「
空
」
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

国
宝
指
定
の
文
化
庁
の
見
解
は
、
山
本
信
吉
調
査
官
が
執
筆
し
た
『
国
宝
大
事
典
三

書
跡
・
典
籍
』（
講
談
社
。
昭
和
六
十
一
年
八
月
刊
、
二
八
頁
）
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

1
金
剛
場
陀
羅
尼

小
川
広
巳
（
京
都
）
一
巻
、
縦
＝
二
六
・
一
㎝
、
全
長
＝
七
・

一
二
ｍ

飛
鳥
・
白
鳳
時
代
〈
六
八
六
〉
昭
和
二
十
六
年
六
月
指
定

わ
が
国
で
紙
に
書
か
れ
た
最
古
の
遺
品
と
し
て
は
、
聖
徳
太
子
の
筆
と
伝
え
る

『
法
華
義
疏
』（
御
物
）
が
著
名
で
あ
る
が
、
こ
の
『
金
剛
場
陀
羅
尼
経
』
は
そ
れ
に

次
ぐ
遣
巻
で
、
書
写
の
年
次
を
明
ら
か
に
し
た
日
本
写
経
の
現
存
最
古
の
遺
品
と
し

て
名
高
い
も
の
で
あ
る
。

写
経
の
本
文
と
同
筆
で
書
か
れ
た
巻
末
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
経
は
丙
戌
の
年

五
月
に
川
内
国
（
大
阪
府
）
志
貴
評
（
河
内
国
志
紀
郡
）
に
住
む
知
識
（
仏
教
信
者
）

（ 43 ）



が
七
世
父
母
及
び
一
切
衆
生
の
た
め
に
書
写
し
た
も
の
で
、
こ
の
写
経
の
善
因
（
善

行
）
に
よ
っ
て
浄
土
に
往
生
し
正
覚
を
な
す
こ
と
を
願
っ
て
い
て
、
末
に
「
教
化
僧

宝
林
」
の
名
前
が
あ
る
。「
歳
次
丙
戌
」
と
あ
る
丙
戌
に
つ
い
て
は
天
武
天
皇
十
四
(マ
仭
)

年
（
六
八
六
）
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
川
内
国
志
貴
評
」
の
「
評
」
は
郡
の

こ
と
で
、
大
宝
令
（
七
〇
二
完
成
）
施
行
以
前
の
律
令
国
家
で
は
、
郡
を
「
評
」
と

呼
ん
で
い
た
こ
と
を
証
す
る
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
経
の
特
徴
は
本
文
の
書
風
が
古
様
な
こ
と
で
、
筆
線
の
き
わ
め
て
鋭
い
剛
抜

な
書
法
は
、
中
国
の
六
朝
時
代
の
古
写
経
に
見
る
筆
跡
と
近
似
し
た
共
通
性
を
も
っ

て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、
こ
の
写
経
に
さ
い
し
て
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い

た
経
典
が
中
国
か
ら
将
来
さ
れ
た
六
朝
時
代
の
写
経
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
書
風
の

影
響
を
受
け
た
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
筆
者
の
宝
林
も
平
常
そ
う
し
た
書
体
に
慣
れ

た
人
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一
見
勁
抜
な
書
法
の
中

に
柔
軟
な
変
化
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
当
時
す
で
に
写
経
技
術
が
相
当
な
発
達
を
遂

げ
て
い
た
様
子
を
伺
わ
せ
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

巻
の
首
尾
及
び
紙
背
に
「
法
隆
寺
一
切
経
」
の
黒
印
が
あ
っ
て
、
こ
の
経
が
も
と

は
奈
良
法
隆
寺
一
切
経
の
う
ち
と
し
て
伝
来
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
あ
り
、
こ
の
記
述
で
経
巻
の
位
置
付
け
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で

は
、
紙
背
墨
書
は
判
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

次
に
、
巻
子
の
形
状
を
の
べ
、
奥
書
等
の
検
討
に
入
り
た
い
。

二

『金
剛
場
陀
羅
尼
経
』
の
形
状

本
巻
は
昭
和
二
十
六
年
六
月
九
日
附
で
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
形
状
を
論
述
す
る
。

①
法
量
は
縦
二
六
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
全
長
七
一
二
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
紙
数
十

九
紙
か
ら
な
る
巻
子
装
で
あ
る
。

②
表
紙
は
金
茶
地
後
補
表
紙
で
、
軸
首
は
後
補
撥
型
軸
で
あ
る
。
外
題
は
金
砂
子
散
題
簽

貼
付
で
墨
書
名
は
な
い
。

③
料
紙
は
黄
蘗
染
穀
紙
打
紙
で
、
界
高
十
九
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
界
幅
一
・
七
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

④
本
文
は
一
紙
二
十
七
行
、
一
行
一
七
字
、
首
題
「
金
剛
場
阤
羅
尼
経
巻
」、
尾
題
「
金

剛
場
阤
羅
尼
経
巻
一
」
と
あ
る
。

⑤
印
記
等
は
、
首
尾
及
び
紙
継
目
裏
に
墨
方
陽
刻
印
「
法
隆
寺
／
一
切
経
」（
縦
四
・
七
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
が
六
顆
捺
さ
れ
て
い
る
。

⑥
奥
書
は
、

歳
次
丙
戌
年
五
月
川
内
國
志
貴
評
内
知
識
為
七
世
父
母
及

一
切
衆
生
敬
造
金
剛
場
阤
羅
尼
経
一
部
藉
此
書
因
往
生
浄

土
終
成
正
覺

教
化
僧
寶
林

と
書
写
奥
書
が
あ
る
。

⑦
後
補
軸
紙
に
、

右
丙
戌
天
平
十
八
年
波
羅
門
僧
正
入
國
之
歳

と
識
語
が
あ
る
。

⑧
収
納
箱
は
、
桐
印
籠
箱
（
縦
三
十
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

高
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
隷
書
体
で
「
金
剛
場
陀
羅
尼
経
」
と
墨
書
す
る
。

⑦
伝
来
は
法
隆
寺
旧
蔵
で
、
市
島
春
城
（
一
八
六
〇
〜
一
九
四
四
）
か
ら
小
川
家
に
伝
来
し
、

平
成
十
六
年
度
に
文
化
庁
が
購
入
し
た
。

以
上
の
形
態
で
あ
る
。
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伝
来
に
関
し
て
は
、
平
安
時
代
に
法
隆
寺
一
切
経
を
形
成
す
る
に
あ
た
り
、
本
巻
も
寺

に
納
入
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
約
二
〇
セ
ン
チ
幅
で
折
本
に
な
っ
た
。
大
谷
大
学
蔵
『
法
隆

寺
一
切
経
』
に
は
、
折
本
を
収
納
し
た
袋
を
所
蔵
し
て
い
る
。
法
隆
寺
か
ら
散
逸
し
た
折
、

鵜
飼
徹
定
氏
（
一
八
一
四
〜
一
八
九
一
）
が
持
参
し
て
い
た
話
も
聞
く
が
、
鵜
飼
氏
か
市
島

氏
が
購
入
し
た
際
に
は
折
本
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
折
本
装
か
ら
巻
子
に
改
装
す

る
に
あ
た
り
、「
天
平
十
八
年
」
は
見
え
て
い
た
た
め
、
後
補
軸
紙
に
「
右
丙
戌
天
平
十

八
年
波
羅
門
僧
正
入
国
之
歳
」
と
記
し
た
。
し
か
し
、
巻
子
装
以
降
、
裏
打
ち
で
紙
背
墨

書
は
見
え
な
か
っ
た
た
め
、
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

三

紙
背
の
年
号

本
巻
は
裏
打
ち
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
継
目
に
「
法
隆
寺
印
」
が
捺
さ
れ
て
い
る
箇

所
は
、
裏
打
紙
を
擦
消
し
て
印
を
露
出
し
て
い
る
。

文
化
庁
の
主
任
調
査
官
時
代
に
本
巻
を
購
入
し
た
折
、
紙
背
を
透
過
光
で
検
証
す
る
と
、

最
後
の
十
九
紙
目
の
天
の
左
端
に
近
い
部
分
に
文
字
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
そ
の
文

字
は
、天

平
十
八
年

と
墨
書
さ
れ
て
い
た
（
図
版
1
・
2
）。

そ
う
な
る
と
、「
天
平
十
八
年
」
は
西
暦
七
四
六
年
で
干
支
も
「
丙
戌
」
で
あ
る
。
奥

書
の
「
丙
戌
」
を
朱
鳥
元
年
で
西
暦
六
八
六
年
の
年
と
指
定
し
て
い
る
が
、
干
支
一
回
り

六
十
年
後
の
書
写
と
な
る
。

[筆
跡
]

五
文
字
の
年
号
か
ら
時
代
を
判
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
他
と
比
較
し
て
同
時
代
で
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

特
徴
的
な
点
と
し
て
「
年
」
が
あ
る
。
年
の
「
ヰ
」
の
部
分
は
三
本
線
で
あ
る
。
一
般

に
は
光
明
皇
后
の
発
願
一
切
経
『
五
月
一
日
経
』
の
奥
書
「
天
平
十
二
年
」
は
普
通
の
年

の
「
ヰ
」
で
あ
る
。
三
本
線
は
奈
良
時
代
の
木
簡
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
筆
跡
の
比
較
は
困

難
で
、
後
世
に
古
い
筆
跡
を
ま
ね
て
し
ま
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
確
実
で

は
な
い
が
、
ほ
ぼ
こ
の
年
代
で
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
後
世
の
追
記
の
可

能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
三
本
線
に
よ
る
「
年
」
は
平
安
時
代
に
入
る
と
用
い
ら
れ
な
い

傾
向
が
あ
る
。
天
平
十
八
年
後
の
干
支
一
回
り
は
、
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
で
平
安
時
代

に
入
っ
て
し
ま
う
。
や
は
り
奈
良
時
代
で
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
干
支
で
年
代
を
確

認
し
て
い
る
時
代
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
間
違
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
う
な
る
と
、
本
巻
の
干
支
は
天
平
十
八
年
の
書
写
の
折
に
つ
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
追
記
に
し
て
も
早
い
段
階
で
墨
書
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

研
究
会
で
は
、
近
世
近
代
の
も
の
で
あ
る
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。
筆
跡
は
目
や
す
に
は

な
る
が
主
観
で
あ
り
、
奥
書
の
時
代
確
定
を
保
留
し
て
お
き
た
い
。

四

奥
書
の
検
討

[筆
跡
]

山
本
氏
の
解
説
の
中
で
、

こ
の
経
の
特
徴
は
本
文
の
書
風
が
古
様
な
こ
と
で
、
筆
線
の
き
わ
め
て
鋭
い
剛
抜
な

書
法
は
、
中
国
の
六
朝
時
代
の
古
写
経
に
見
る
筆
跡
と
近
似
し
た
共
通
性
を
も
っ
て

い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、
こ
の
写
経
に
さ
い
し
て
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た

経
典
が
中
国
か
ら
将
来
さ
れ
た
六
朝
時
代
の
写
経
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
書
風
の
影
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響
を
受
け
た
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
筆
者
の
宝
林
も
平
常
そ
う
し
た
書
体
に
慣
れ
た

人
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
す
る
。
近
年
の
見
解
で
あ
る
『
上
代
写
経
識
語
注
釈
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
二
月

刊
）
の
「
2
、
書
風
に
つ
い
て
」（
一
〇
頁
）
で
は
、

『金
剛
場
陀
羅
尼
経
』
は
本
文
と
識
語
が
同
筆
で
、
書
の
側
面
に
も
注
目
が
集
ま

り
、
初
唐
の
欧
陽
詢
（
五
五
七
〜
六
四
一
）
の
書
風
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
論
議
さ
れ
て
き
た
。
欧
陽
詢
の
子
、
欧
陽
通
に
よ
る
「
道
因
法
師
碑
」（
六
六

三
年
／
西
安
碑
林
）
や
日
本
の
「
長
谷
寺
銅
版
法
華
説
相
図
銘
」（
5
、
六
八
六
、
も
し

く
は
六
九
八
年
／
長
谷
寺
）
が
類
似
し
た
書
風
の
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

と
論
述
す
る
。
こ
の
書
風
の
記
述
は
、
内
藤
湖
南
氏
の
説
以
来
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
説
も
、

前
提
に
は
朱
鳥
元
年
に
書
写
し
た
も
の
と
す
る
見
解
か
ら
で
あ
る
。
天
平
時
代
と
す
る
と
、

ど
の
よ
う
な
考
え
方
が
で
き
る
か
で
あ
る
。

本
巻
は
写
経
で
あ
る
。
親
本
通
り
に
書
写
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
筆

跡
も
親
本
通
り
の
書
風
と
な
る
。
親
本
が
隋
か
ら
初
唐
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
親

本
の
時
代
の
書
風
も
写
さ
れ
る
。
書
風
か
ら
で
は
、
時
代
を
確
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

地
方
の
教
化
僧
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
師
か
ら
受
け
継
い
だ
の
は
古
い
経
典
と
奈
良
時
代
以

前
の
古
い
紙
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

[奥
書
]

『上
代
写
経
識
語
注
釈
』
の
現
代
語
訳
（
五
〜
六
頁
）
は
、

歳
が
丙
戌
に
や
ど
る
年
（
六
八
六
）
の
五
月
に
、
川
内
国
志
貴
評
の
う
ち
で
結
縁

し
た
仏
教
信
者
た
ち
が
、
七
世
父
母
及
び
一
切
衆
生
の
た
め
に
、
つ
つ
し
ん
で
金
剛

場
陀
羅
尼
経
一
部
を
つ
く
り
も
う
し
あ
げ
る
。
こ
の
良
い
結
果
を
生
じ
る
原
因
に
よ

っ
て
、（
七
世
父
母
、
一
切
衆
生
が
）
浄
土
に
往
生
し
、
つ
い
に
正
し
い
覚さ
と

り
を
完
成

す
る
（
こ
と
を
ね
が
う
も
の
で
あ
る
）。
教
化
僧

宝
林

と
解
釈
す
る
。
ま
た
、「
川
内
国
志
貴
評
」
も
【
注
解
】
で
大
宝
令
以
前
の
地
名
表
記
で

あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
経
巻
が
な
ぜ
作
ら
れ
た
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、「
七
世
父
母
及
び
一
切
衆
生
の
た
め
に
」
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
天
平
年
間
よ

り
以
前
の
地
名
表
記
で
記
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
代
の
地
方
合
併

で
も
、
旧
村
名
や
旧
町
名
を
意
識
的
に
使
っ
て
記
念
碑
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ

現
象
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

評
の
年
代
解
釈

大
宝
律
令
施
行
（
大
宝
二
年
〈
七
〇
二
〉）
に
よ
り
、
評
か
ら
郡
へ
と
名
称
変
更
さ
れ
た
。

こ
の
制
度
の
変
遷
は
江
戸
時
代
か
ら
も
知
ら
れ
、
井
上
光
貞
氏
に
よ
っ
て
本
格
的
な
研
究

が
な
さ
れ
た
結
果
、
出
土
し
た
木
簡
に
「
評
」
が
書
か
れ
て
い
る
と
、
大
宝
二
年
以
前
に

年
代
を
比
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
宝
令
発
布
以
後
た
だ
ち
に
全
面
的
に
改
変
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
か
。
大
宝
令
施
行
後
も
「
評
」
が
使
わ
れ
て
い
る
史
料
を
、
一
応
あ
げ
て
み
る
。

奈
良
時
代
の
正
史
で
あ
る
『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、

①
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
七
月
丁
未
（
十
二
日
）。

先
是
。
従
二
位
文
室
真
人
淨
三
等
奏
曰
。
伏
奉
去
年
十
二
月
十
日
勅
。
紀
寺
奴
益
人

等
訴
云
。
紀
袁
祁
臣
之
女
粳
売
。
嫁
本
国
氷
高
評
人
内
原
直
牟
羅
。
生
兒
身
売
。
狛

売
二
人
。
蒙
急
則
臣
處
分
居
住
寺
家
。
造
工
等
食
。

②
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
三
月
乙
丑
（
十
六
日
）。

阿
波
国
板
野
名
方
阿
波
等
三
郡
百
姓
言
。
己
等
姓
。
庚
午
年
籍
被
記
凡
直
。
唯
籍
皆
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著
費
字
。
自
此
之
後
。
評
督
凡
直
麻
呂
等
披
陳
朝
庭
。
改
為
粟
凡
直
姓
。
已
畢
。
天

平
寳
字
二
年
編
籍
之
日
。
追
注
凡
費
。
情
所
不
安
。
於
是
改
為
粟
凡
直
。

と
あ
る
。
②
は
庚
午
年
籍
記
載
の
通
り
に
「
評
督
」
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
外
に

も
、
恵
美
押
勝
の
乱
で
仲
麻
呂
が
敗
退
し
て
近
江
国
高
島
郡
に
逃
れ
た
記
事
、
天
平
宝
字

八
年
九
月
壬
子
（
十
八
日
）
条
に
「
高
島
郡
」
と
す
る
が
、
原
史
料
の
一
部
の
引
用
と
思

わ
れ
る
。『
竹
生
島
縁
起
』（
護
国
寺
本
）（
重
要
文
化
財
『
諸
寺
縁
起
集
』
所
収
、
神
道
体
系
神

社
編
二
十
三
近
江
国
、
昭
和
六
十
年
三
月
刊
、
五
〇
六
頁
）
に
同
じ
動
乱
を
記
述
し
て
、

天
平
三
年
辛
未
（
天
平
宝
字
八
年
甲
辰
カ
）、
紫
微
宮
大
師
中
臣
恵
美
朝
臣
仲
麻
呂
、

成
乱
逆
意
、
発
兵
政
（
攻
カ
）
国
、
于
時
天
皇
差
遣
将
軍
伴
涼
太
、
引
率
士
衆
、
令

相
防
之
時
、
天
皇
兵
衆
在
高
島
評
勝
野
濱
、

と
「
高
島
評
」
に
す
る
。
ほ
ん
の
一
部
の
例
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
よ
う
に
、

大
宝
令
以
後
に
も
「
評
」
は
使
用
さ
れ
て
い
た
。

六

教
化
僧

本
巻
は
、
仏
教
信
徒
が
教
化
僧
「
宝
林
」
を
導
師
と
し
て
、
祖
先
の
た
め
に
書
写
し
た

結
縁
の
私
願
経
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

本
巻
に
「
教
化
僧
」
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
奈
良
時
代
以
前
の
天
武
朝
に
も
、

河
内
国
の
郡
司
層
ま
で
仏
教
が
流
布
し
て
、
勧
進
僧
的
な
人
物
が
活
躍
し
て
い
た
と
す
る

根
拠
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
教
化
僧
」
の
史
料
は
本
巻
し
か
な
い
。
こ
の
僧
侶
と

類
似
す
る
も
の
に
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
円
仁
の
著
述
に
な
る
中
国
旅
行
記
『
入

唐
求
法
巡
礼
行
記
』（
国
宝
、
安
藤
積
産
合
資
会
社
蔵
）
が
あ
る
。
そ
の
記
事
は
、
開
成
三

年
（
八
三
八
）
十
一
月
二
十
四
日
条
に
、

次
又
有
化
俗
法
師
、
与
本
国
道
飛
教
化
師
同
也
、
説
世
間
、
无
常
苦
空
之
理
、
化
導

男
弟
子
・
女
弟
子
、
呼
道
化
俗
法
師
也
、

と
あ
る
。
唐
に
お
い
て
経
典
の
「
説
世
間
、
无
常
苦
空
之
理
」
を
説
き
「
男
弟
子
・
女
弟

子
」
を
化
導
す
る
人
を
「
道
化
俗
法
師
」
と
呼
ん
で
い
る
の
と
同
じ
僧
侶
が
日
本
の
「
道

飛
教
化
師
」
と
同
じ
で
あ
る
と
記
載
す
る
。「
飛
」
は
草
体
か
ら
一
番
近
い
文
字
で
あ
る

が
、
別
な
解
釈
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
「
教
化
師
」
は
本
経
「
教
化
僧
」
の

宝
林
と
同
じ
意
味
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
天
平
十
八
年
と
す
る
と
、
教
化
僧
の
存
在
も
納
得
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

『金
剛
場
陀
羅
尼
経
』
の
奥
書
に
郡
制
度
の
前
段
階
の
「
評
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か

ら
、「
丙
戌
年
」
を
大
宝
律
令
施
行
（
七
〇
二
）
以
前
に
遡
ら
せ
て
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）

に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
巻
末
紙
背
に
「
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）」
の
墨
書
が
あ
り
、

六
十
年
下
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
の
疑
問
が
生
ま
れ
た
。

し
か
し
、
研
究
会
で
は
紙
も
巻
末
の
塗
り
残
し
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
天
武

朝
の
も
の
で
よ
い
。
さ
ら
に
、
紙
背
の
墨
書
の
年
紀
も
近
世
近
代
の
も
の
で
あ
る
と
の
意

見
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
紙
は
大
切
な
も
の
と
し
て
奈
良
時
代
以
前
の
古

い
紙
を
大
切
に
所
持
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
紙
背
の
書
風
の
意
見
は
主
観
的
な
も
の

で
あ
っ
て
、
書
風
だ
け
で
は
確
定
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
巻
は
「
七
世
父
母
」
の
供
養
経
で
あ
り
、
先
祖
供
養
の
た
め
に
、
以
前
の
地

名
表
記
に
よ
り
「
評
」
を
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
な
る
と
、
教
化
僧
に
よ
る
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仏
教
の
地
方
の
流
布
も
八
世
紀
段
階
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
丙
戌
年
が
天
平
十
八
年
と
す
る
と
、
奥
書
の
あ
る
最
古
の
経
典
は
、

和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に
長
屋
王
が
従
兄
の
文
武
天
皇
の
崩
御
を
悼
ん
で
発
願
し
た
、『
和

銅
経
』
に
な
る
。

[附
記
]

研
究
会
の
意
見
に
従
う
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
本
巻
を
「
天
平
十
八
年
」
書
写
と
し
て
解
釈

で
き
る
か
ど
う
か
を
、
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
た
め
に
、
あ
え
て
発
表
し
た
。
し
か
し
、
本

巻
の
「
評
」
史
料
と
隋
か
ら
初
唐
の
書
風
を
伝
え
る
遺
品
は
貴
重
で
あ
り
、
国
宝
の
地
位
は

微
動
だ
に
し
な
い
。
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